
工事の進め方を紹介します
●栗ノ木バイパスと栗ノ木川の周辺に立体道路、

その両脇に地表道路を整備します。

●栗ノ木バイパス周辺は非常に交通量が多いた

め、下図のようにできる限り車線数を確保し、

道路の切り回しを行いながら工事を進めます。
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＜各段階での道路の形状＞
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立体道路の整備に向け、笹越橋付近では栗ノ木川の上に道路を通す必要

があります。（STEP１からSTEP2への「④地表道路の切り替え」時）

そのため栗ノ木川の上に、鉄筋コンクリートでふたをする工事を進めて

います。川の上での工事となるため、鉄筋コンクリートが固まるまでは

吊って支える必要があり、この方法を「吊支保工」と呼んでいます。

吊支保工で支える鉄筋コンクリート（床版）の重さは、約435トンとな

るため鉄骨を使用し、重さに耐えられるようにしています。

【山本橋付近の鉄骨は何のために必要？】
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